
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

准
教
授
。専
門
は
理
論
物
理
学（
統
計
物
理
）、臨
床
環
境

医
学
、科
学
技
術
社
会
論
な
ど
。著
書
に『
法
と
科
学
の
交

錯
』（
分
担
、現
代
法
の
動
態
６
、岩
波
書
店
）、『
科
学
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
性
と
社
会
』（
共
編
、信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
社
）な
ど
が
あ
る
。
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感
染
症
は
罹
患
者
か
ら
の
接
触
を
物
理
的
に
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

社
会
的
抑
制
を
確
実
に
行
な
え
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る（

１
）。
罹
患

者
数
の
抑
制
だ
け
に
着
目
す
れ
ば
原
理
的
な
困
難
は
な
い
点
で
、
が

ん
な
ど
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
感
染
症
政
策
の
要

諦
は
、
感
染
抑
制
の
成
功
・
不
成
功
自
体
に
は
な
く
、
様
々
な
社
会

的
影
響
を
起
こ
し
う
る
感
染
症
抑
制
対
策
を
、
公
平
性
や
経
済
な
ど

と
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
科
学
・
医
学
専
門
家
か
ら

得
ら
れ
る
知
見
は
用
い
な
が
ら
も
、
公
平
性
や
経
済
な
ど
を
踏
ま
え

た
政
策
的
観
点
か
ら
の
意
思
決
定
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
社

会
的
意
思
決
定
に
は
、
専
門
家
か
ら
の
見
解
が
、
そ
の
多
様
性

（plural

文
献
１

）
や
、
根
拠
・
条
件
（condition 文
献
１

）
の
明
確
な
説
明
を
含
む
も

の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
二
月
一
四
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
に
つ
い
て
医
学
的
な
見
地
か
ら
助
言
等
を
行
な
う
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議

文
献
２

（
以
下
、

専
門
家
会
議
）
が
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た
。
一
〇
名
の
医
師
・
医
学

者
と
弁
護
士
一
名
、
医
学
倫
理
を
専
門
と
す
る
社
会
学
者
一
名
で
構

成
さ
れ
、
感
染
症
対
策
に
支
配
的
な
影
響
力
を
与
え
て
い
る
。
こ
の

専
門
家
会
議
の
あ
り
方
に
、
様
々
な
観
点
か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い

る文
献
３
、４。

　

本
稿
で
は
冒
頭
に
述
べ
た
観
点
か
ら
、
専
門
家
会
議
の
助
言
の
問

題
点
を
、
日
本
学
術
会
議
の
声
明
「
科
学
者
の
行
動
規
範
」
と
、
医

学
者
の
世
界
標
準
規
範
で
あ
る
「
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
」
と
比
較
し
て

議
論
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
家
会
議
を
巡
る
問
題
は
、
政
府
の
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Ⅲ
．
社
会
の
中
の
科
学

（
社
会
と
の
対
話
）

11　

科
学
者
は
、
社
会
と
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
よ
り
良
い
相

互
理
解
の
た
め
に
、
市
民
と
の
対
話
と
交
流
に
積
極
的
に
参
加
す

る
。
ま
た
、
社
会
の
様
々
な
課
題
の
解
決
と
福
祉
の
実
現
を
図
る

た
め
に
、
政
策
立
案
・
決
定
者
に
対
し
て
政
策
形
成
に
有
効
な
科

学
的
助
言
の
提
供
に
努
め
る
。
そ
の
際
、
科
学
者
の
合
意
に
基
づ

く
助
言
を
目
指
し
、
意
見
の
相
違
が
存
在
す
る
と
き
は
こ
れ
を
解

り
易
く
説
明
す
る（
２
）。

（
科
学
的
助
言
）

12　

科
学
者
は
、
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究

活
動
を
行
い
、
客
観
的
で
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
公
正
な
助
言

を
行
う
。
そ
の
際
、
科
学
者
の
発
言
が
世
論
及
び
政
策
形
成
に
対

し
て
与
え
る
影
響
の
重
大
さ
と
責
任
を
自
覚
し
、
権
威
を
濫
用
し

な
い
。
ま
た
、
科
学
的
助
言
の
質
の
確
保
に
最
大
限
努
め
、
同
時

に
科
学
的
知
見
に
係
る
不
確
実
性
及
び
見
解
の
多
様
性
に
つ
い
て

明
確
に
説
明
す
る
。

（
政
策
立
案
・
決
定
者
に
対
す
る
科
学
的
助
言
）

13　

科
学
者
は
、
政
策
立
案
・
決
定
者
に
対
し
て
科
学
的
助
言
を
行

う
際
に
は
、
科
学
的
知
見
が
政
策
形
成
の
過
程
に
お
い
て
十
分
に

尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
政
策
決
定
の
唯
一
の
判
断
根

拠
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
。
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
助
言

と
は
異
な
る
政
策
決
定
が
為
さ
れ
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
政
策

立
案
・
決
定
者
に
社
会
へ
の
説
明
を
要
請
す
る
。

問
題
と
は
別
に
、
専
門
家
会
議
構
成
員
の
、
科
学
者
、
医
学
者
の
規

範
か
ら
の
逸
脱
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

学
術
会
議
の
「
科
学
者
の
行
動
規
範
」

　

日
本
学
術
会
議
（
以
下
、
学
術
会
議
）
は
日
本
の
科
学
者
の
代
表
機

関
と
し
て
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
る
組
織
で
あ
り
、
専
門
家
会
議
構
成

員
は
全
員
「
科
学
者
の
行
動
規
範

文
献
５

」
で
い
う
科
学
者
に
該
当
す
る
。

「
行
動
規
範
」
は
二
〇
〇
六
年
に
「
す
べ
て
の
学
術
分
野
に
共
通
す

る
必
要
最
小
限
の
倫
理
規
範
」
と
し
て
制
定
さ
れ
、「
行
動
規
範
の

遵
守
は
、
科
学
的
知
識
の
質
を
保
証
す
る
た
め
、
そ
し
て
科
学
者
個

人
及
び
科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
社
会
か
ら
信
頼
と
尊
敬
を
得
る
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
度
に
は
「
東
日

本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
科
学
者
の
責
任
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
こ
と
」
を
背
景
に
改
訂
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
改
訂
で
は

「
科
学
者
が
社
会
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、
科
学
と
社
会
、

そ
し
て
政
策
立
案
・
決
定
者
と
の
健
全
な
関
係
の
構
築
と
維
持
に
自

覚
的
に
参
画
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
行
動
を
自
ら
厳
正
に
律
す
る
た

め
の
倫
理
規
範
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
第
Ⅲ
節
「
社

会
の
中
の
科
学
」
が
追
加
さ
れ
た
。
以
下
に
取
り
上
げ
る
改
訂
版

（
二
〇
一
三
年
）
の
声
明
は
、
日
本
学
術
会
議
改
革
検
証
委
員
会
「
学

術
と
社
会
及
び
政
府
と
の
関
係
改
革
検
証
分
科
会
」
が
審
議
を
行
な

い
、
日
本
学
術
会
議
改
革
検
証
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
、
幹
事
会
で

決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

早
速
、
第
Ⅲ
節
「
社
会
の
中
の
科
学
」
を
引
用
し
よ
う
。

　

専
門
家
会
議
の
あ
り
方
を
こ
の
規
範
と
照
ら
し
合
わ
せ
よ
う
。
専

門
家
会
議
は
（
社
会
と
の
対
話
）
に
お
け
る
「
科
学
者
の
合
意
に
基

づ
く
助
言
を
目
指
し
、
意
見
の
相
違
が
存
在
す
る
と
き
は
こ
れ
を
解

り
易
く
説
明
す
る
」
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
月
二
四
日

の
「
見
解

文
献
７

」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
「
風
邪
の
症
状
や
三
七・

五
度
以
上
の
発
熱
が
四
日
以
上
続
い
て
い
る
」
場
合
に
帰
国
者
・
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る（

３
）。
こ
の
意

見
は
医
学
界
の
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
医
学
界
に
お
け

る
意
見
の
相
違
は
「
見
解
」
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
現
場

の
医
師
か
ら
は
、
自
分
た
ち
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
必
要
と
判
断
し
た
患

者
に
検
査
が
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
へ
の
強
い
不
満
の
声
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
例
に
限
ら
ず
、
専
門
家
会
議
の
助
言

文
献
７
は
「
意
見
の
相
違
が
存

在
す
る
と
き
は
こ
れ
を
解
り
易
く
」
伝
え
る
責
務
を
果
た
し
て
い
な

い
。
科
学
者
間
で
意
見
が
分
か
れ
る
見
解
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
て
政
策
決
定
者
や
国
民
に
提
示
す
る
作
業
は
、

設
立
当
初
か
ら
行
な
っ
て
い
な
い
。

　

次
に
（
科
学
的
助
言
）
の
項
と
対
比
し
よ
う
。
専
門
家
会
議
の
助

言
は
「
客
観
的
で
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
公
正
な
助
言
」
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
典
型
例
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
中
止
に
関
わ
る
提
言
を

見
る
。
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
は
二
月
二
六
日
、
安
倍
首
相
が
突

如
「
要
請
」
を
行
な
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は

専
門
家
会
議
の
関
与
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
専
門
家
会
議
は
三
月

一
九
日
の
「
提
言

文
献
７
」
に
よ
っ
て
二
月
二
六
日
の
首
相
の
「
要
請
」
に

専
門
的
お
墨
付
き
を
与
え
る
。「
提
言
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
こ
れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
と
し
て
は
、
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー
ト
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
の
が
、『
三
つ
の
条
件
が
同
時
に
重

な
る
場
』
を
避
け
に
く
い
状
況
が
生
じ
や
す
い
、『
全
国
か
ら
不
特

定
多
数
の
人
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
』
で
あ
る
と
い
え
ま
す
」。
こ

こ
で
「
三
つ
の
条
件
」
と
は
「
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
」「
人
が
密

集
し
て
い
る
」
こ
と
、「
近
距
離
で
の
会
話
や
発
声
が
行
な
わ
れ

る
」
こ
と
を
指
す

文
献
７
。
し
か
し
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
換
気
が
良
い
空
間
で

行
な
わ
れ
る
も
の
、
近
距
離
で
の
会
話
や
発
声
が
な
い
も
の
も
多
く
、

人
が
密
集
す
る
と
も
限
ら
な
い
。「
三
つ
の
条
件
」
が
同
時
に
重
な

る
の
は
、
一
部
の
イ
ベ
ン
ト
の
み
で
あ
る（

４
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
専
門
家
会
議
の
提
言
は
科
学
的
根
拠
が
記
さ
れ
て

い
る
場
面
で
も
、
そ
の
適
用
範
囲
を
超
え
て
、
あ
る
い
は
次
の
段
で

述
べ
る
よ
う
に
公
正
さ
を
欠
い
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
む
ろ
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ん
、
科
学
的
不
確
実
性
が
高
い
中
、
す
べ
て
の
助
言
に
確
た
る
科
学

的
な
根
拠
を
求
め
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
科
学
的
根
拠
が
希

薄
で
あ
っ
て
も
予
防
的
な
措
置
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
。

し
か
し
、
予
防
的
な
措
置
は
十
分
な
科
学
的
根
拠
が
な
い
こ
と
を
前

提
と
し
て
は
っ
き
り
明
示
し
た
上
で
、
か
つ
高
度
の
政
策
的
判
断
と

し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
科
学
的
助
言

は
「
科
学
的
知
見
に
係
る
不
確
実
性
」
と
、
科
学
者
間
で
の
「
見
解

の
多
様
性
」
の
双
方
を
「
明
確
に
説
明
す
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
見
て
い
こ
う
。

専
門
的
判
断
の
不
定
性

　

専
門
家
会
議
が
感
染
抑
止
を
目
的
に
行
な
う
提
言
は
い
ず
れ
も
、

一
人
の
感
染
者
が
平
均
何
人
に
次
の
感
染
を
引
き
起
こ
す
か
で
定
ま

る
実
効
再
生
産
数
（
Rt
）
を
下
げ
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
。
こ
の
実

効
再
生
産
数
が
一
を
下
回
れ
ば
、
感
染
は
収
束
方
向
に
向
か
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
実
効
再
生
産
数
を
下
げ
る
方
策
は
科
学
的
、
医
学
的

に
唯
一
に
定
ま
ら
な
い
。
全
て
の
社
会
的
活
動
は
感
染
リ
ス
ク
を
伴

い
、
そ
れ
ら
の
活
動
全
体
が
実
効
再
生
産
数
Rt
を
構
成
す
る
た
め
、

Rt
を
低
く
す
る
方
策
は
無
限
に
あ
る
。
居
酒
屋
の
営
業
も
、
山
手
線

や
地
下
鉄
東
西
線
の
混
雑
も
、
メ
ー
カ
ー
の
工
場
も
、
そ
し
て
専
門

家
会
議
の
集
ま
り
も
、
そ
の
す
べ
て
が
実
効
再
生
産
数
に
足
し
合
わ

さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
業
種
の
事
業
中
止
に
よ
り
実
効
再
生
産
数
を

低
減
で
き
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
業
種
に
つ
い
て
も

中
止
対
象
業
種
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
恣
意

的
な
選
択
が
可
能
な
の
で
あ
る

文
献
８
。
そ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
科
学
者

に
は
な
お
さ
ら
「
客
観
的
で
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
公
正
な
助

言
」
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
イ
ベ
ン
ト
業
の
み
が
他
業
種
に

比
較
し
て
感
染
拡
大
リ
ス
ク
が
高
い
科
学
的
根
拠
は
専
門
家
会
議
か

ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
政
策
立
案
・
決
定
者
に
対
す
る
科
学
的
助
言
）
の
項
は
、
政
策

決
定
と
科
学
的
助
言
は
別
の
階
層
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
政
策
決
定
は
、
そ
れ
が
特
定
の
国
民
に
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
場
合
、
社
会
的
公
平
性
に
配
慮
し
て
行
な
わ
れ
る
必
要

が
あ
る
。
社
会
的
公
平
性
は
、
科
学
的
な
見
地
か
ら
の
助
言
と
は
別

の
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
に
関
わ
る
判
断
は
政
策
的
判
断
と
し
て
、
そ

の
責
任
を
明
確
に
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

専
門
家
会
議
は
「
社
会
・
経
済
機
能
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
し
な

が
ら
、
感
染
拡
大
の
効
果
を
最
大
限
に
す
る
と
い
う
方
針

文
献
７

」
を
採
っ

て
い
る
と
い
う（

５
）。
こ
の
方
針
の
中
で
二
〇
二
〇
年
三
月
、
社
会
経
済

活
動
の
一
業
種
の
み
に
経
済
活
動
中
止
・
抑
制
を
求
め
る
提
言
を
行

な
っ
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
感
染
抑
止
効
果
が
あ
る
こ
と
を
理

由
に
す
る
な
ら
、
経
済
活
動
制
限
の
対
象
は
任
意
に
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
専
門
家
会
議
は
他
の
産
業
を
維
持
す
る
た
め
、
一
つ
の
産
業

だ
け
に
経
済
活
動
の
制
限
を
求
め
た
こ
と
に
な
る（

６
）。

　

こ
の
点
に
気
づ
け
ば
、
専
門
家
会
議
の
「
提
言
」
の
政
治
性
は
明

ら
か
で
あ
る
。
医
学
的
助
言
を
行
な
う
べ
き
専
門
家
集
団
が
高
度
の

政
策
判
断
を
「
代
行

文
献
８
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
月
一
九
日
の
記
者

会
見
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
に
対
し
て
、
入
場
を
取
り
や
め
る
者

へ
の
「
キ
ャ
ン
セ
ル
代
に
つ
い
て
配
慮
が
必
要
だ
と
指
摘
し
た

文
献
９

」。

私
権
の
制
限
を
伴
う
「
政
策
」
を
医
学
専
門
家
が
、
そ
の
科
学
的
助

言
の
範
疇
を
超
え
て
決
定
し
国
民
に
求
め
て
い
る（

７
）。

「
行
動
規
範
」か
ら
の
逸
脱
が
も
た
ら
す
社
会
問
題

　

専
門
家
会
議
に
よ
る
「
行
動
規
範
」
か
ら
の
逸
脱
は
、
市
民
の
権

利
侵
害
と
い
う
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
憲
法
二
九
条
が
「
財
産

権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、
そ
の
第
三
項
で
「
私

有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用
ひ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
の
た
め
に
特
定
市

民
・
組
織
の
私
権
を
制
限
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
に
は
補
償
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
社
会
全
体
の
た
め
に
一
部
の
市

民
の
み
が
困
窮
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
社
会
的
公
平
性
に
反
す
る
か

ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
専
門
家
会
議
は
科
学
的
判
断
の
名
の
下
に
政
策
判
断
を

代
行
す
る
こ
と
で
、
市
民
を
無
権
利
状
態
に
置
い
て
し
ま
う
。
社
会

的
公
平
へ
の
配
慮
を
担
う
べ
き
政
策
判
断
の
階
層
を
、
そ
の
階
層
へ

の
科
学
的
助
言
を
行
な
う
べ
き
専
門
家
組
織
が
、
役
割
を
「
踏
み
越

え文
献
８」
て
代
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。
感
染
症
対
策
は
国
民
全
体
で
負
担

を
分
か
ち
合
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
政
策
自
体
を
代

行
す
る
専
門
家
会
議
の
「
判
断
」
は
、
感
染
症
対
策
は
一
部
の
人
に

過
度
の
負
担
を
負
わ
せ
る
も
の
で
構
わ
な
い
と
い
う
「
新
し
い
規

範
」
を
流
布
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
緊
急
非
常
事
態
宣
言
以
降
、

こ
の
「
新
し
い
規
範
」
は
社
会
全
体
に
拡
大
し
て
い
る（

８
）。

医
学
者
の
規
範
は
科
学
者
一
般
の
規
範
と
異
な
る
の
か
？

　

こ
こ
ま
で
、
日
本
学
術
会
議
の
「
行
動
規
範
」
と
対
照
し
な
が
ら

専
門
家
会
議
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
専
門
家
会
議
は

「
医
学
的
な
見
地
か
ら
助
言
」
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
医

学
者
を
中
心
と
し
た
組
織
で
あ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
「
規
範
」
は
医

学
者
一
般
の
あ
り
方
と
し
て
は
普
通
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

専
門
家
会
議
が
行
な
っ
て
い
る
提
言
の
内
容
は
、
医
学
研
究
の
視

点
か
ら
見
れ
ば
、
社
会
全
体
に
対
す
る
公
衆
医
学
的
な
「
介
入
」
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
よ
う
な
「
公
衆
衛
生
的

介
入
研
究
」
が
医
学
研
究
と
し
て
倫
理
的
に
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
、

倫
理
委
員
会
を
通
し
う
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。

医
学
研
究
の
場
面
で
は
、
専
門
家
自
身
が
リ
ス
ク
評
価
に
加
え
て
リ

ス
ク
管
理
も
担
う
。
研
究
計
画
を
倫
理
委
員
会
に
申
請
す
る
前
に
、

社
会
介
入
を
含
む
研
究
計
画
の
是
非
に
つ
い
て
医
学
者
自
身
が
検
討
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リ
ス
ク
、
負
担
、
利
益

16　

医
療
お
よ
び
医
学
研
究
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
治
療
に
リ
ス

ク
と
負
担
が
伴
う
。

　
　

人
間
を
対
象
と
す
る
医
学
研
究
は
、
そ
の
目
的
の
重
要
性
が
被

験
者
の
リ
ス
ク
お
よ
び
負
担
を
上
ま
わ
る
場
合
に
限
り
行
な
う
こ

と
が
で
き
る
。

18　

リ
ス
ク
が
適
切
に
評
価
さ
れ
か
つ
そ
の
リ
ス
ク
を
十
分
に
管
理

で
き
る
と
の
確
信
を
持
て
な
い
限
り
、
医
師
は
人
間
を
対
象
と
す

る
研
究
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。（
略
）

　

社
会
的
弱
者
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
個
人

19　

あ
る
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
個
人
は
特
に
社
会
的
な
弱
者
で
あ
り
不

適
切
な
扱
い
を
受
け
た
り
副
次
的
な
被
害
を
受
け
や
す
い
。

　
　

す
べ
て
の
社
会
的
弱
者
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
個
人
は
個
別
の
状
況

を
考
慮
し
た
う
え
で
保
護
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

20　

研
究
が
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
健
康
上
の
必
要
性
ま
た
は
優
先
事
項

に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
研
究
が
社
会
的
弱
者
で
な
い

グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
て
実
施
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
社
会
的

弱
者
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
す
る
医
学
研
究
は
正
当
化
さ
れ
る
。

（
略
）

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

25　

医
学
研
究
の
被
験
者
と
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

を
与
え
る
能
力
が
あ
る
個
人
の
参
加
は
自
発
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
略
）

26　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
与
え
る
能
力
が
あ
る
人
間

を
対
象
と
す
る
医
学
研
究
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
験
者
候
補

は
、
目
的
、
方
法
、
資
金
源
、
起
こ
り
得
る
利
益
相
反
、
研
究
者

の
施
設
内
で
の
所
属
、
研
究
か
ら
期
待
さ
れ
る
利
益
と
予
測
さ
れ

る
リ
ス
ク
な
ら
び
に
起
こ
り
得
る
不
快
感
、
研
究
終
了
後
条
項
、

そ
の
他
研
究
に
関
す
る
す
べ
て
の
面
に
つ
い
て
十
分
に
説
明
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
略
）

し
、
倫
理
的
問
題
の
有
無
を
検
討
す
る
。
む
ろ
ん
今
般
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

－

19
問
題
で
の
社
会
的
介
入
は
医
学
研
究
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
問
い
は
人
に
対
し
て
「
介
入
」
を
行
な

う
場
合
に
、
す
べ
て
の
医
学
関
係
者
が
必
ず
考
慮
す
べ
き
事
柄
と
規

範
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

世
界
医
師
会
の
「
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
」

　

医
学
者
に
は
、
社
会
的
影
響
の
大
き
さ
か
ら
一
般
の
科
学
者
よ
り

高
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
を
対
象
と
す
る
医
学
的
研
究

は
一
九
六
四
年
に
世
界
医
師
会
で
採
択
さ
れ
た
「
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣

言
文献

文
献
」
の
遵
守
が
絶
対
条
件
と
さ
れ
る
。
関
連
箇
所
を
引
用
す
る
。

　

ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
の
内
容
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き

た
問
題
点
の
多
く
が
直
接
・
間
接
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
だ
ろ
う
。
医
学
的
介
入
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
は
受
益
者
が
誰
か

を
考
え
、
そ
の
介
入
を
受
け
る
者
、
特
に
社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮
は

欠
か
せ
な
い
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
公
平
性
や
人
権

へ
の
配
慮
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
な

い
医
学
的
介
入
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
を
満
足
し
な
い
。
ヘ
ル
シ
ン
キ

宣
言
を
満
足
し
な
い
医
学
研
究
計
画
は
倫
理
委
員
会
で
承
認
さ
れ
え

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
部
の
人
た
ち
に
一
方
的
な
負
担
を
強
い
る

専
門
家
会
議
の
社
会
介
入
は
医
学
研
究
と
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
専
門
家
会
議
の
あ
り
方
は
、
仮
に
専
門
家
会
議
に
政
策
決

定
が
許
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
医
学
者
一
般
の
あ
り
方
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
。

　

医
師
の
診
療
行
為
の
あ
り
方
を
「
科
学
者
の
行
動
規
範
」
と
比
較

す
る
こ
と
か
ら
も
、
医
学
の
規
範
が
科
学
一
般
の
規
範
と
本
質
的
に

変
わ
ら
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
医
師
が
が
ん
の
告
知

を
行
な
い
、
患
者
と
治
療
計
画
を
相
談
す
る
場
面
を
考
え
よ
う
。
医

師
は
患
者
に
十
分
な
選
択
肢
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抗
が
ん
剤
、
放
射
線

治
療
、
手
術
（
開
腹
、
腹
�
鏡
、
内
視
鏡
等
）、
経
過
観
察
な
ど
複
数
の
選

択
肢
が
あ
る
。
そ
の
治
療
を
選
択
す
る
の
は
専
門
家
た
る
医
師
で
は

な
く
患
者
で
あ
る
。
患
者
に
は
多
様
な
生
活
や
価
値
観
が
あ
り
、
医

師
が
勝
手
に
治
療
方
針
を
決
め
る
こ
と
は
患
者
の
自
己
決
定
権
を
損

な
う
、
医
療
倫
理
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
。
患
者
が
判
断
に
迷
う
際

は
、
他
の
医
師
の
意
見
を
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
求
め
る
よ

う
患
者
に
勧
め
る
こ
と
も
推
奨
さ
れ
る
。
医
学
的
な
知
見
は
患
者
の

自
己
決
定
を
助
け
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

医
学
的
知
見
自
身
が
治
療
を
一
意
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

　

今
般
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

19
の
ケ
ー
ス
に
限
ら
ず
、
専
門
的
知
見
が

関
わ
る
政
策
に
は
専
門
的
助
言
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
述
べ

た
よ
う
に
、
そ
の
政
策
決
定
は
専
門
家
集
団
で
は
な
く
市
民
の
多
様

な
価
値
観
や
社
会
的
公
平
性
に
配
慮
し
た
政
治
的
責
任
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る（

９
）。
患
者
に
が
ん
の
多
様
な
治
療
選
択
肢
を
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
共
に
説
明
す
る
場
面
と
同
様
に
、
専
門
的

助
言
を
行
な
う
べ
き
専
門
家
会
議
は
、
感
染
の
現
状
と
、
と
り
う
る

多
様
な
感
染
対
策
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
科
学
的

不
確
実
性
も
含
め
て
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
政
策
判
断
を
助
け
る
こ

と
が
本
来
の
役
割
で
あ
る
。
複
数
の
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
的
根

拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
知
見
や
状

況
変
化
に
よ
り
政
策
採
用
案
の
科
学
的
前
提
が
崩
れ
た
場
合
、
対
案

へ
の
早
急
な
変
更
も
可
能
に
な
る
。

　

科
学
者
集
団
が
政
策
判
断
を
代
行
し
て
し
ま
う
と
、
不
確
実
性
を
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伴
う
科
学
的
事
実
と
、
価
値
選
択
を
伴
う
政
策
判
断
の
区
別
が
つ
か

な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
科
学
的
助
言
内
容
の
検
証
も
、
政
策
選
択

を
め
ぐ
っ
た
社
会
的
議
論
も
、
政
策
判
断
の
公
平
性
の
検
証
も
、
新

し
い
科
学
的
知
見
や
状
況
変
化
に
伴
う
迅
速
な
政
策
転
換
も
、
す
べ

て
が
困
難
に
な
る）

文献
（

。
こ
の
よ
う
な
科
学
的
助
言
の
あ
り
方
は
、
学
術

会
議
の
示
す
「
政
策
立
案
・
決
定
者
と
の
健
全
な
関
係
」
に
あ
る
と

は
い
え
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
医
学
的
・
科
学
的
専
門
知
の
階
層
と
、
政
治
的
・
社

会
的
意
思
決
定
の
階
層
は
、
本
質
的
に
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る文文

文
献

。

学
術
会
議
の
行
動
規
範
は
、
こ
の
階
層
の
違
い
を
踏
ま
え
た
上
で
、

科
学
者
が
従
う
べ
き
最
低
限
の
規
範
を
示
し
て
い
る
。
専
門
家
会
議

メ
ン
バ
ー
が
こ
れ
ら
の
規
範
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
、
政
権
に
よ
ら
ず
、

本
稿
に
述
べ
た
問
題
群
は
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
小
論
で
は
政
府
専
門
家
会
議
の
あ
り
方
を
、
科
学
的
助
言
を

与
え
る
専
門
家
規
範
の
観
点
か
ら
論
じ
、
学
術
会
議
の
「
科
学
者
の

行
動
規
範
」
と
医
学
者
一
般
の
規
範
の
双
方
か
ら
逸
脱
が
み
ら
れ
る

こ
と
を
述
べ
た
。
専
門
家
会
議
は
二
〇
二
〇
年
五
月
現
在
も
、
政
府

に
対
す
る
提
言
に
加
え
て
一
定
の
価
値
観
に
基
づ
く
行
動
変
容）

文文
（

を
国

民
に
直
接
求
め
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
専
門
家
会
議
の
科
学
的
助
言
の
問
題
を
科
学
者
・
専
門
家
倫
理

の
観
点
か
ら
論
じ
た
が
、
助
言
を
活
用
す
る
政
府

文
献
３
・
自
治
体
側
や
、

制
度
設
計文献

文
献
４
、

に
も
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
。
法
学
、
政
治
学
、
科
学
論

な
ど
を
含
む
、
社
会
全
体
か
ら
の
迅
速
か
つ
徹
底
し
た
検
証
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
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本
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滋
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と
の
議
論
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費
・
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Ａ
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究
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）

メ
ン
バ
ー
と
の
議
論
か
ら
学
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大
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い
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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注

　
（
１
）　
物
を
介
し
た
間
接
的
接
触
に
つ
い
て
も
、
物
に
付
着
す
る
ウ
イ
ル
ス
は

罹
患
者
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
定
時
間
内
で
不
活
化
す
る
。
動
物

か
ら
、
あ
る
い
は
動
物
を
介
し
た
感
染
も
あ
り
う
る
が
、
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

－

19
の
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
に
由
来
す
る
接
触
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　
（
２
）　
科
学
者
の
合
意
に
基
づ
く
助
言
、
す
な
わ
ち
ユ
ニ
ー
ク
ボ
イ
ス
を
目
指

す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が

文
献
６
、
本
稿
で
は
深
入
り
し
な
い
。

　
（
３
）　
こ
の
「
見
解
」
と
同
じ
内
容
が
二
月
一
七
日
付
け
の
厚
労
省
健
康
局
結

核
感
染
症
課
か
ら
の
事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

の
相
談
・
受
診
の
目
安
に
つ
い
て
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（https://

w
w

w.m
hlw.go.jp/content/10900000/000596978.pdf

）。

　
　
　
こ
の
事
務
連
絡
に
は
「
今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
門
家
会

議
の
議
論
を
踏
ま
え
…
…
と
り
ま
と
め
ま
し
た
」
と
あ
る
が
、「
見
解
」
の

一
週
間
前
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
独
立
性
が
求
め
ら
れ
る
専
門
家
会
議

の
見
解
が
行
政
の
方
針
に
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　
（
４
）　

そ
こ
で
専
門
家
会
議
は
、「
イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
が
リ
ス
ク
の
低
い
場

で
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
前
後
で
人
々
が
交
流
す
る
機
会
を
制

限
で
き
な
い
場
合
に
は
、
急
速
な
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す

文
献
７
」
と
イ

ベ
ン
ト
中
止
を
根
拠
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
前
後
で
人
々
が

交
流
す
る
か
否
か
は
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
異
な
る
上
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
者
に

帰
責
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
。

　
（
５
）　
専
門
家
会
議
は
「
医
学
的
な
見
地
か
ら
助
言
等
を
行
う

文
献
２

」
組
織
で
あ
り
、

社
会
・
経
済
機
能
へ
の
影
響
は
本
来
範
疇
外
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
６
）　

そ
の
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
感
染
リ
ス
ク
が
低
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
イ

ベ
ン
ト
の
前
後
で
人
々
が
交
流
す
る
機
会
を
制
限
で
き
な
い
場
合

文
献
７
」
に
中
止

等
を
求
め
て
お
り
、
当
該
イ
ベ
ン
ト
産
業
従
事
者
や
会
場
に
お
け
る
聴
衆
の

感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
（
７
）　
科
学
論
で
い
う
専
門
家
独
裁
で
あ
る
。

　
（
８
）　
専
門
家
会
議
や
行
政
な
ど
に
よ
る
自
粛
要
請
に
応
じ
な
い
経
済
活
動
な

ど
に
対
し
て
、
嫌
が
ら
せ
や
脅
迫
な
ど
を
行
な
う
行
為
、
い
わ
ゆ
る
「
自
粛

警
察
」
に
及
ぶ
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
生
ま
れ
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

　
（
９
）　
経
済
学
者
を
専
門
家
会
議
に
加
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
話
で
は
な
い
。

　
（
10
）　
五
月
二
八
日
、
専
門
家
会
議
の
議
事
録
さ
え
作
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
共
同
通
信
の
情
報
公
開
請
求文献

文
献

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

科
学
者
間
の
「
見
解
の
多
様
性

文
献
５
」
を
議
事
録
か
ら
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
（
11
）　
二
〇
二
〇
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
等
。

　
追 

記

　
二
〇
二
〇
年
六
月
二
四
日
、
専
門
家
会
議
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
組
織
の
設
置

方
針
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
日
に
は
専
門
家
会
議
構
成
員
一
同
か
ら
「
次
な
る

波
に
備
え
た
専
門
家
助
言
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
提
言
が
公
開

さ
れ
た
。
会
議
の
総
括
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
が
、
五
月
末
に
米
村
が
指
摘
し
た

問
題

文
献
４

も
、
本
稿
で
述
べ
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
認
識
で
き
て
い
な
い
。
新
た
な
組
織

体
で
も
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
検
証
と
注
視
の
必
要
性
は
変
わ

ら
な
い
。


